
  
  

■プログラム案内 

【第 1 部】 東洋大学学生からの政策提案（全６班） 

テーマ：「親子で海洋観光を楽しむ機会を増やし、 

海洋について学ぶ機会とするために必要な取組とは？」 

【第 2 部】 最近の取組紹介 

■太田 雄也氏 観光庁観光地域振興部観光資源課 

  「観光立国へのスキーム～地域の資源を活用してツーリズムの確立へ～」  

■山田 健一氏 神戸市みなと総局 

  「神戸港の魅力発信の取り組みと海事人材の育成について（仮）」 

■神田 優氏 ＮＰＯ法人 黒潮実感センター センター長 

  「島がまるごとミュージアム（高知県柏島）（仮）」 

●主催 : 国土交通省 

会場：東洋大学白山キャンパス（8 号館 7 階 125 記念ホール） 

参加費無料 

事前申込制 

 

申し込み方法・詳細・問合先については裏面をご覧ください。 

日本は四方を海に囲まれた海洋国家であり、
私たちは、海から非常に多くの恩恵を受けてい
ます。しかし、近年では海が身近なものではな
くなったとの指摘もなされています。海洋観光
は海との接点・関心を持つ機会となり得るた
め、この機会を有効に活用していくことが求め
られます。 

このような観点から、２回目を迎える本ワー
クショップでは、東洋大学で観光を学ぶ学生
が、海洋観光を振興し、海洋を学ぶ機会とする
ための取組を研究して参りました。学生による
政策提案や行政・NPO法人からの話題提供を踏ま
え、海と接し、海を知り、海を活かす海洋観光
について考えます。 
  

～まだ見ぬ海を親子で見つけよう！～ 

平成 28 年度 



「平成 28 年度 海洋観光に関するワークショップ」は、東洋大学 国際地域学部 国際観光学科の矢ケ崎紀子准教授、藤稿亜矢子 

准教授、島川崇教授のゼミと国土交通省のコラボレーションプロジェクトです。 

＜東洋大学国際地域学部国際観光学科の教育目標＞ 

幅広い国際知識と教養マナー、即戦力となる実務能力や語学力を身につけた、これからの観光業界をリードしていく優れた人材を

育成することを目標とし、観光学の理論的な体系をふまえ、実務教育とのつながりを重視した教育を実践しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加申し込み方法                             ※定員に達し次第、締切とさせて頂きます。 

下記の①メール、②FAX のいずれかの方法にてお申し込みください。 
① 【メール】下記必要事項をメールに記載頂き、海洋観光ワークショップ事務局の下記アドレスまで E-Mail にてお申し込み下さい。 

海洋観光ワークショップ事務局：hqt-kaiyoukankou2016@ml.mlit.go.jp 

② 【FAX】下記必要事項にご記入の上、海洋観光ワークショップ事務局 03－5253－1549 に FAX をお送り下さい。 

【必要事項】 

（ふりがな） 

参加者氏名 

 

企業・団体名  所属・役職名  

電話番号  E-mail  
※取得した個人情報を第三者へ提供することは一切ございません。 

 ワークショップ運営に必要な範囲内でのみ利用致します。 

■問合せ：国土交通省総合政策局海洋政策課（海洋観光ワークショップ事務局） 担当：當眞、志水 

TEL：03-5253-8266 FAX：03－5253－1549 

≪会場案内≫ 

平成 28 年度 海洋観光に関するワークショップ 

東洋大学白山キャンパス ８号館７階 125 記念ホール 

〒112-8606 東京都文京区白山 5－28－20 

・都営地下鉄三田線白山駅 A3 出口より徒歩 5 分 

・都営地下鉄三田線千石駅 A1 出口より徒歩 7 分 

・東京メトロ南北線本駒込駅 1 番出口より徒歩 5 分 

 ※ご来場の際は、公共の交通機関をご利用下さい。 

 

<矢ケ崎紀子准教授 ゼミ紹介＞ 

矢ケ崎ゼミでは、「インバウンド振興

×地域活性化」をテーマに、訪日外客

を地域活性化に活用するための課題、

取組みの方向性や具体策について研

究しています。ゼミ合宿では九州３県

を訪れ、震災の復興状況を視察、そし

て由布院のまちづくりについて学び

ました。提案に向けて、各班、現地調

査を行うなど、楽しみながら積極的に

取り組んでいます！学生ならではの

視点で見つけた、新たな発見を提案で

生かせるよう、議論していきます！！ 
 

＜藤稿亜矢子准教授 ゼミ紹介＞ 

藤稿ゼミでは、自然と共生しながら
地域活性化を目指すエコツーリズム
や、持続可能な観光について学んで
います。エコツーリズムはただ自然
を観光するだけではなく、環境教育、
自然保護、地域振興の３つが満たさ
れることによって成立します。私た
ちはゼミ合宿などでカンボジアや屋
久島へ行き、専門のガイドの方から
環境教育を受けながら、本当のエコ
ツーリズムを体験しました。その知
識を生かして、子供達に自然と親し
む楽しさを伝えつつ、海の環境問題
についても考えてもらえるような提
案を目指しています。 

＜島川崇教授 ゼミ紹介＞ 

島川ゼミではがんがん本を読んでデ

ィスカッションをします。また、自分

の興味のある分野（地域振興・旅行業

など）のチームに所属してプロジェク

トに取り組む活動もしています。 

今回、島川ゼミからは 2 チームが参加

します。それぞれ『海上保安庁』『給

食』をテーマにディスカッションを重

ね、海洋に関する観光について地域の

特色を活かした提案を考えています。

より良い提案ができるよう、ベストを

尽くします！！！ 

【参考：昨年度ワークショップの開催結果】 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/ocean_policy/sosei_ocean_tk_000023.html 


